
第七回

参第四号

都道府県の所有に属する警察用財産等の処理に関する法律の一部を改正する法律

（案）

　都道府県の所有に属する警察用財産等の処理に関する法律（昭和二十四年法律第七十五

号）の一部を次のように改正する。

　第一条の次に次の一条を加える。

第一条の二　前条第一項の規定により国が取得した財産及び物品で、国家地方警察に不必

要となつた時において市町村警察（特別区が連合して維持する警察を含む。以下同

じ。）に必要なものは、国が無償で当該市町村（特別区か連合して維持する警察に係る

場合は、都。以下同じ。）に譲渡するものとする。

２　警察法附則第九条又は前項の規定により市町村が取得した財産及び物品で、当該市町

村警察に不必要となつた時において国家地方警察に必要なものは、当該市町村が無償で

国に譲渡するものとする。

　第二条中「前条」を「前二条」に、「国」を「国又は市町村」に改める。

　第三条中「第一条」の下に「及び第一条の二」を加える。

　第四条中「第一条に規定する国家地方警察」を「第一条又は第一条の二に規定する国家

地方警察又は市町村警察」に、「又は都道府県知事」を「、都道府県知事又は市町村長」

に改める。

附　則

　この法律は、公布の日から施行する。



理　由

　国及び市町村相互間において、その一方の所有する警察用財産等が不必要となり、且つ、

地方がこれを必要とする場合において、これを無償で地方に譲渡する途を開く必要がある。

これが、この法律案を提出する理由である。


